
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、                                                      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉私学助成をすす

める会事務局である千

葉私教連は、9 月 17

日(木)県の学事課へジ

ャンボはがき 1,377

枚を提出し、学費負担

への思いと負担軽減の

願いを届けました。 

千葉県は国の制度拡

充を踏まえ、全国で 1

番の高率で県単独予算

を増加させ、県制度を

拡充させました。その

事について自ら｢頑張

った｣と述べています。 

 

 先述のように県単予算は増額されたわけですが、東京、埼玉、神奈川と比較してまだ課題も残ります。「頑張った」と胸を張る

学事課に対し、年収910万円未満までの東京からの在学生と千葉在住の在学生がいる県境私学の在学生の補助の差等を挙げながら、県独自制度の更なる拡充を求めました。 

 全全国国私私学学助助成成ををすすすすめめるる会会  （（事事務務局局：：全全国国私私教教連連））  

No.16  2020年10月5日（月） 

 

 


